
韓
国
研
修
で
の
学
生
の
学
び

「
飛
行
機
の
窓
か
ら
日
本
の
海
岸
線
が
見

え
た
と
き
、
初
め
て
「
日
本
』
と
い
う
国
を

感
じ
た
。
一
番
心
に
残
っ
た
の
は
、
教
育
博

物
館
で
の
申
先
生
の
話
。
こ
れ
ま
で
理
屈
で

は
韓
国
の
人
た
ち
に
ひ
ど
い
こ
と
を
し
て
い

た
こ
と
は
分
か
っ
て
い
た
。
で
も
、
実
際
に

被
害
を
受
け
た
申
先
生
に
、
日
本
語
で
話
さ

れ
、
と
て
も
心
が
痛
か
っ
た
。
」

今
年
の
九
月
、
研
究
室
の
学
生
と
共
に
訪

れ
た
韓
国
大
田
市
の
五
柳
国
民
学
校
と
教
育

博
物
館
を
訪
問
し
た
夜
、
懇
談
会
で
出
た
女

子
学
生
の
感
想
の
一
つ
で
あ
る
。

博
物
館
を
案
内
し
て
く
れ
た
の
が
、
五
柳

国
民
学
校
の
申
兵
一
校
長
先
生
。
美
し
い
日

本
語
で
、
過
去
の
歴
史
を
ふ
ま
え
つ
つ
も
、

一

ア
ジ
ア
の
中
の
日
本
と
い
う

国
家
シ
ス
テ
ム
再
創
造
へ
の

課
題
に
応
え
る
社
会
科
を

馬

居

政

幸

自
世
紀
の
社
会
を
見
据
え
て

ー
ど
ん
な
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
必
要
か

任
を

一
方
の
政
治
主
体
に
の
み
求
め
、
③
結

局
は
、
経
済
成
長
と
セ
ッ
ト
に
な
っ
た
大
学

進
学
率
上
昇
に
成
果
を
還
元
す
る
教
育
に
甘

ん
じ
た
も
の
で
は
な
か

っ
た
か
。

こ
の
全
て
が
崩
壊
し
た
時
代
と
社
会
が
二

一
世
紀
の
日
本
で
あ
り
、
そ
の
再
構
築
が
二

一
世
紀
社
会
科
の
課
題
で
あ
る
。
そ
れ
も
、

ア
ジ
ア
的
シ
ス
テ
ム
に
欧
米
的
シ
ス
テ
ム
を

取
り
込
み
、
繁
栄
と
矛
盾
を
抱
え
込
ん
だ
東

ア
ジ
ア
の
島
国
日
本
の
問
題
と
し
て
問
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ヒ
ン
ト
は
世
界
中
に
あ

る
。
だ
が
、

問
題
解
決
の
過
程
は
自
前
で
創

造
し
な
砂
れ
ば
な
ら
な
い
。

四

既
に
始
ま
っ
て
い
る

半
島
が
統
一
さ
れ
な
い
限
り
、
ア
ジ
ア
の

冷
戦
は
終
駕
し
な
い
と
い
わ
れ
る
。
だ
が
、

穏
や
か
に
、
両
国
の
未
来
創
造
へ
の
道
を
学

生
た
ち
に
語
り
か
け
て
く
れ
た
。
こ
の
・
申
先

生
の
真
撃
な
語
り
に
、
彼
女
の
み
で
な
く
同

行
し
た
全
て
の
学
生
が
感
動
し
た
。

私
の
研
究
室
の
学
生
で
あ
る
以
上
、
当
然

社
会
科
専
攻
。
彼
ら
彼
女
が
、
国
を
出
て
初

め
て
日
本
人
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
た
わ
け

で
あ
る
。
そ
れ
も
心
の
痛
み
を
伴
っ
て
。

社
会
科
専
攻
の
学
生
が
、
時
間
距
離
で
わ

ず
か
二
時
間
弱
の
隣
の
国
に
訪
問
し
た
だ
り

で
、
心
の
痛
み
を
伴
っ
て
変
え
ざ
る
を
え
な

い
社
会
認
識
と
、
そ
れ
を
教
え
育
て
た
小

・

中

・
高
の
社
会
科
と
は
何
な
の
か
。

ア
ジ
ア
の
中
の
日
本

二
一
世
紀
社
会
科
の
フ
レ
ー
ム
の
一
つ
が

グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
で
あ
る
こ
と
に
異
論
は

な
い
。
だ
が
問
題
は
世
界
で
は
な
く
日
本。

実
際
に
、
学
生
が
国
境
を
越
え
て
知
っ
た
の

は
、
自
分
が
日
本
人
で
あ
る
こ
と
。
国
の
境

が
低
く
な
る
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
時
代
と
は
、
そ

の
字
義
に
反
し
て
、
国
家
の
問
題
が
よ
り
鮮

明
に
個
々
人
に
迫
る
時
代
を
意
味
す
る
。

「理
屈
で
は
・
：
分
か
っ
て
い
た
」
と
あ
る

よ
う
に
、
学
生
た
ち
は
、
教
わ
っ
て
は
い
た
。

だ
が
、
そ
れ
を
自
己
の
生
き
方
に
聞
い
な
お

す
こ
と
は
な
か
っ
た
。
最
も
歴
史
を
共
有
す

る
隣
国
の
人
た
ち
が
日
本
に
対
し
何
を
問
い
、

何
を
要
求
し
、
何
を
教
え
、
何
を
学
ぽ
う
と

し
て
い
る
か
、
と
い
う
こ
と
に
全
く
リ
ア
リ

テ
ィ
を
も
た
ず
に
育
っ
て
き
た
。

問
題
は
韓
国
の
み
で
は
な
い
。
教
科
書
問

題
を
は
じ
め
そ
れ
な
り
の
努
力
は
し
て
き
た

が
、
そ
れ
は
自
圏
内
の
教
育
政
策
へ
の
批
判

が
背
長
。
日
本
と
い
う
国
に
生
ま
れ
た
子
ど

も
に
、
ア
ジ
ア
諸
国
へ
の
関
わ
り
を
ど
れ
だ

け
真
撃
に
社
会
科
は
教
え
て
き
た
か
。
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南
北
の
統
一
と
は
、
再
び
半
島
と
そ
れ
に
接

す
る
中
園
、
ロ
シ
ア
、
日
本
の
聞
に
新
た
な

秩
序
形
成
に
向
け
て
の
戦
略
の
対
立
の
始
ま

り
を
意
味
す
る
。
二
一
世
紀
に
二

O
世
紀
の

歴
史
を
繰
り
返
し
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
二

一
世
紀
の
日
本
の
国
家
と
社
会
を
担
う
の
が

同
行
し
た
学
生
た
ち
で
あ
り
、
現
在
、
小

・

中

・
高
等
学
校
で
学
ぶ
者
で
あ
る
。

こ
の
問
題
意
識
の
も
と
八
月
に
ソ
ウ
ル
大

で
開
催
さ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
東
ア
ジ
ア

に
お
け
る
＝
巳
巴
N
O
D目
E
匂

開

仏
－K
M
Z
O
R・
の

成
立
と
展
開
」
（
韓
国
社
曾
科
教
育
祭
会
主

催
）
で
私
が
日
本
の
社
会
科
の
課
題
と
し
て

提
起
し
た
フ
レ
ー
ム
を
提
示
し
て
お
く
。

ω
冷
戦
崩
壊
後
の
ア
ジ
ア
の
中
の
日
本

①
ア
ジ
ア
各
国
と
り
わ
け
韓
国
と
中
国
に

対
す
る
侵
略
責
任
の
明
確
化

②
ア
ジ
ア
に
お
げ
る
工
業
化

・
情
報
化
に

伴
い
生
じ
る
問
題
解
決
に
対
す
る
共
同

研
究
の
推
進

ω
社
会
の
高
度
情
報
化
と
国
際
化
に
対
す

る
積
極
的
な
対
応

冷
戦
崩
壊
の
意
味

戦
後
五
十
年
の
社
会
科
（
教
師
）
の
歴
史

は
、
①
世
界
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
冷
戦
構
造

に
よ
り
、
自
国
と
世
界
と
の
関
係
を
問
う
困

難
さ
を
避
け
、
②
圏
内
政
治
シ
ス
テ
ム
と
し

て
の
五
五
年
体
制
に
よ
り
、
問
題
解
決
の
責

I 

~ 

①
メ
デ
ィ
ア
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
）
リ
テ
ラ

シ
ー
の
育
成

②
国
内
外
に
お
け
る
多
文
化
自
立

・
共
生

の
た
め
の
教
育
と
地
球
的
視
野
に
お
け

る
環
境
問
題
へ
の
対
処

ω
少
子

・
高
齢
社
会
を
最
か
に
生
き
る
た

め①
男
女
共
同
参
商
社
会
を
前
提
と
す
る
男

女
平
等
教
育

②
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
マ
イ
ン
ド

・
技
能
の
育

hν

～
 

tι
r
 

ω
生
涯
学
習
社
会
に
お
げ
る
新
た
な
か
市

民
性
教
育
。
の
提
示

①
自
己
学
習
能
力
の
育
成
と
多
椴
な
学
習

機
会

・
機
関
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

②
「
公
民
（
的
資
質
こ
に
代
わ
る
新
た

な
「
市
民
（
的
資
質
こ
の
提
示

（
こ
の
フ
レ
ー
ム
と
シ
ン
ポ
の
詳
細
は
「
社
会
と

教
育
』
（
韓
関
社
命
科
教
育
祭
会
編
）
参
照
。
ま

た
、
純
国
社
会
科
教
育
と
の
比
較
を
加
え
て
『
静

岡
大
学
教
育
学
部
研
究
報
告
・
教
科
教
育
学
縞
幻

号
』
に
掲
載
予
定
）
〈
静
岡
大
学
教
育
学
部
教
授
V
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蜘

E
E
r
b
E
u
u
z

新
し
い
知
の
基
本
的
枠
組
み
の
桃
成
を
H
星
村
平
和
／
「参
加
す
る
社
会
科
」
の
鋭
的
H
谷
川
影
英
／

「
公
民
性
」
の
再
定
義
の
必
要
と
そ
の
方
向
性
の
吟
味
H
実
住
忠
久
／
「
教
材
の
論
理
」
か
ら
「
認
議
の
論

理」へ
H
加
藤
芳
朗
／
日
本
の
子
供
か
ら
世
界
の
子
供
へ
・
：
社
会
科
教
育
の
原
点
H
高
橋
正
顛

－
引
世
記
の
社
主
を
見
据
え
亡
ー
と
ん
芯
コ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
必
要
か

「
解
答
」
を
共
に
創
出
す
る
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
：
：：
：
：
：：：

：
；
：
：
：：
：
：：
岩
ま

社
会
の
見
方
・
考
え
方
を
育
成
す
る
教
科
と
し
て
の
社
会
科
の
存
続
を
：・：
：
：
木
村

ク
ロ
ス
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
的
観
点
に
立
っ
て
：
：
：
；
：：：：
：・
j
i
－－：
：：
j
i
－－
山
極

民
衆

・
民
族
の
共
存
・
述
帯
に
こ
だ
わ
り
続
け
る
社
会
科
教
育
の
創
造
・
：
：
：：
二
省

ア
ジ
ア
の
中
の
日
本
と
い
う
国
家
シ
ス
テ
ム
再
制
浴
へ
の
泌
組
に
応
え
る
社
会
科
を
j
i
－－馬
居

剖
世
紀
に
必
要
な
資
質
を
つ
げ
る

H
社
会
科
の
検
討
探
閣
と
私
の
誕
百

間

・

巴

－
－

e

a

b

告
白

入
額
益
、
国
益
、
地
方
益
、
個
人
益
の
バ
ラ
ン
ス
感
覚
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
西
村

池
様
市
民
と
し
て
：：：：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
－
j
i
－－・：

：
：
：
：：
辻
村

命
側
附
闘
闘
剛
闘
附
同
剛
倒
門
凶
倒
。

「国
」
の
語
り
方
の
再
検
討
を
－
－j
i
－
－
：
：
：
：
：
：
：
：
j
i
－－－
j

i
－－
安
藤

「
使
え
る
知
識
」
か
ら

「求
め
る
知
識
」
へ
：
：
：
：・
j
i
－－：：－
j
i
－－：
：
・
寺
本

命
側
凶
悶
悶
剛
岡
剛
同
闘
剛
判
胤
附
〉

よ
ハ
生
と
参
加
」
の
自
他
啓
発
能
力
の
開
発
・：
：
j
i
－－－j
a
－－：：：
・：：：
金
子

記
憶
力
重
視
か
ら
批
判
的
、
創
造
的
思
考
の
育
成
へ
：
：
：
：
：
：
・
：
j

i
－
－
安
藤

健
司
・・・
一凶

同時

一
：
・一六

隆－－－
一八

貞夫・・－
一一口

政
幸
・：三

E泣＊木
lお回 ，
，、ミ

よ得
；二 氏
晶の
介塑
が 棟
あ

ま
す
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公
孝
・・・ニ四

隆
史
・・
・二七

曲豆・・・
＝一口

窃品開・
・・＝＝－一

邦
秀

：＝一穴

輝
次
・
・・＝一九

V
小
学
積
の
社
会
科
目
こ
こ
ガ
困
る
、
こ
う
し
て
は

学
ぴ
の
質
が
高
ま
る
体
験
・

機
器
活
用
を
：
：
：
：
：

：：；：
・j
i
－
－
：
：
・
・
：
・
青
柳

望
み
た
い
。
総
合
学
習
的
発
想
e

：
：
：
：
・
：
：
・
：
：
：
：
：
：

j
i
－－
j
i
－－
－
温
泉

歴
史
学
習
の
粉
選
と
再
編
を
・
：
；
：
：
：
：
：

・：

：
：
J
J
・
－
：
・
・

：：
・：
j
i
－
－
深
津

原
史
学
科
を
近
呪
代
史
の
み
に
：
：
：
：
：
：
：
：
：：
：：：：
：
：
：
：
；
：
：
：
：
：
：
：
高
橋

子
ど
も
の
学
ぴ
の
文
脈
を
保
附
す
る
方
法
・
内
容
の
改
普
を
：
：
・
：
：
：
：
：
：
：

小
林

V
中
学
授
の
社
会
科
H
こ
こ
ガ
困
る
、
こ
う
し
て
は

必
要
な
「
術
」
の
明
確
化
を
・
：
・
：
：
・
－
j
i
－－
：
：
：
：
：
：－JJ・－
：
：：
j
i
－－
－吉
水

歴
史
学
習
の
内
容
の
再
構
成
を
・
．．．．．．．．．．
．．．．．．
．．．．．
．．．．．．．．．．
．．．．．
．．．． 
－－－－－
－－－－－・・
・
小
池

現
代
社
会
の
川
附胞
を
山
中
元
に
反
映
さ
せ
よ
う

：：：

：：：：
j
i
－－－
j
i
－－・：

減
野

滋・・・四
一一

風・
・・盟

秀
興
・－四八

豊・・・
4
一

宏
己
・・・五
回

裕也・・・
老

公
夫
・・穴
O

清
忠
・・・穴
ニ

霊＂＂理~":t:·岨な応噌唱~h".IT"

シ
ン
ポ
ジ
ュ

l
ム

開
制
個

別
世
紀
を
め
ざ
す
社
会
科
プ
ラ
ン
＊
文
京
発
の
提
言
：
文
京
社
会
科
を
学
ぶ
会
：

歪

園

届

清
水

一
臣

2

「
社
会
科
第
二
必
要
期
」
の
新
プ
ラ
ン
の
み
が
き
あ
い
：
：
j
j
i
－－
j
i
－－：・
片
上

主
体
的
な
学
習
活
動
と
グ
ロ
ー
バ
ル
な
学
習
内
容
か
ら
の
撃
音
プ
ラ
ン
を
f
・・
；
：
：
：
馬
野

プ
ラ
ン
の
内
容
を
具
体
的
に
：
：
：
；
：
：
：
：：
j
i
－－
：
・
：
：
：
：
：
：
：
：
j
i
－－・
：
六
角

教
師
の
「
浪
漫
」
と
子
ど
も
の
「
事
実
」
・
：
j
i
－－：：
・j
i
－－
：：－
j
i
－－
：
・：
勝
又

島

駅

僻

見

直

し

を

栗

波

新
し
い
提
案
を

一
つ
で
も
多
く
新
プ
ラ
ン
に
具
現
化
し
よ
う
：
j
i
－－
j
i
－
－
；
清
水

間不
一
一：
七八

範
雄
・・・八
一

英
彰
・・・八回

明幸・・・八七

昭
文
・
・－九
O

一
臣
：
九
三

長

島

民

B
E

帥

st町

公
民
刊
行

・社
会
科
教
育
全
国
協
議
会
／
社
会
科
教
脊
研
究
セ
ン
タ
ー
／
社
会
科
の
初
志
を
つ
ら
ぬ
く

会
／
全
信
訟
等
学
校
公
民
科
「
倫
理
」「
現
代
社
会
」
研
究
会
／
全
問
中
学
校
地
思
教
育
研
究
会
／
全
団

地
理
教

η研
究
会
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